
る報告などが挙げられる5）。 この他にも SNS ごと
（Twitter6），Facebook，Instagram など）ないしは
前掲の東北大学の事例のように複数の SNS を用途
に合わせて活用した事例などがみられる。 また，
YouTube に絞ってその活用事例報告をみると，公
共図書館での YouTube 活用事例を総論的にまとめ
た論稿をはじめ7），福山市立大学での YouTube を
活用した学生選書ツアーに関するもの8），国際基督
教大学図書館での YouTube 導入の経緯や編集方法
をまとめた論稿9）などが挙げられる。

ただ，YouTube を主とする活用事例については，
他のプラットフォーム（Twitter，Facebook など）
に比べると，事例報告や論稿に関してもまだまだ僅
少といえる。また，後述するように大学図書館での
YouTube 活用状況を鑑みると，そのほとんどが図
書館の利用案内である一方，本稿で紹介するような
各館の個性や強みに特化したコンテンツ作成につい
ては，途上の段階といえる。

本稿では，琉大図書館の情報発信や地域貢献活動
の前史を踏まえつつ，YouTube を活用した大学図
書館の広報としての魅力発信や業務の可視化につい
て琉大図書館の事例を紹介し，さらに，目下の課題
として取り組んでいるオンライン（動画・SNS）と
オフライン（対面の現場）の連動についても，その
現状と課題を詳らかとする。本稿での事例報告を通
して，今後の大学図書館における YouTube 活用の
一助となれば幸甚である。なお，琉大図書館の動画
コンテンツ作成の裏側については， すでに公式

1．はじめに
農林水産省の YouTube チャンネル「BUZZMAFF

ばずまふ（農林水産省）」1）をご存じだろうか。仕事
のあるあるをはじめ，同省職員のスキルや個性を活
かして農林水産資源の魅力を発信する人気中央省庁
YouTube チャンネルである（2023年11月現在，チャ
ンネル登録者17.4万人）。 日常の業務の可視化（見
える化） を通してその仕事を広く社会にアピール
し，さらには同省への就職を希望する就活生の裾野
を広げる取り組みとなっている。新型コロナウイル
スのパンデミック以降，大学や官公庁，行政での広
報戦略の一環として YouTube の活用が急速に広が
る中，農林水産省の取り組みはその先例としても特
筆すべき事例といえよう。

同省に感化されたわけではないが，琉球大学附属
図書館（以下，琉大図書館）では，2020年度から本
格的に YouTube チャンネルの運用を開始し，2021
年度からは SNS と組み合わせる形で所蔵する貴重
資料などの文化資源に関する情報発信を行ってい
る。

大学図書館や公共図書館での SNS 活用事例につ
いては，『情報の科学と技術』の特集「SNS 時代の
情報発信を考える」2）をはじめ，2000年代半ばから
多様な成果が報告されている。個別の事例報告とし
ては，東北大学附属図書館の SNS 活用事例をプラッ
トフォームごとに紹介したもの3），慶應義塾大学湘
南藤沢メディアセンターの ICT および SNS 活用事
例4），九州大学附属図書館の Instagram 活用に関す

抄録：琉球大学附属図書館では，2021年度から YouTube による情報発信を行っている。所蔵する貴重資料や
デジタルアーカイブに関するコンテンツを中心にこれまでに100本以上の動画を公開した。本稿では，琉球大
学附属図書館の YouTube を活用した広報事業について，その経緯やコンセプトおよび実施中の事業を詳述し，
現段階での外部からの評価をもとに課題を提示した。
キーワード：YouTube，SNS，広報，地域連携，大学図書館，琉球大学
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ブの世界を宣伝した。
このように，琉大図書館では琉球沖縄関連の貴重

資料の収集からはじまり，企画展やデジタルアーカ
イブでの公開，さらには職員コラムを通して所蔵す
る貴重資料を地域社会へと還元する取り組みを長年
行ってきた。本稿の主眼である YouTube を用いた
情報発信は，このような地域貢献活動の延長線上に
位置づけられる。 情報発信の手段をアップデート
し，今まで以上に「いつでも」「どこからでも」琉
大図書館の貴重資料にアクセスできる環境を整える
うえで，YouTube に白羽の矢を立てたのである。

3．動画コンテンツの公開と事前調査
多くの先行事例と同様に，琉大図書館も新型コロ

ナウイルスの影響が YouTube 導入のきっかけと
なった。2020年度に宜野湾市立博物館で開催予定で
あった学外企画展は中止となり，翌年へと延期され
た。2021年度もコロナパンデミックが続く中で，非
常事態宣言などの影響により開催できない際の代替
措置として，YouTube での展示解説動画の公開を
検討した。結果的には，企画展会場にも動画リンク
の QR コードを設置し，展示解説の補足としてリア
ルの場でも活用できるような形を取った。

写真 1　動画「【琉大資料に見る宜野湾】図書館職員オ
ススメ！企画展の楽しみ方【病と祈り】」より展示解説
動画の活用方法を解説するシーン

また，デジタルアーカイブの利用促進を目的に，
企画展関連以外の動画コンテンツの公開がスタート
したのも2021年度のことである。 琉大図書館の
YouTube チャンネル内に「きじむん TV」 と称す
る再生リストを設定し，「誰でも気軽に使えて，学
べる沖縄の貴重資料を！」 をそのコンセプトとし
た。YouTube での動画投稿において，コンセプト
やブランディングは非常に重要な作業である。この
チャンネルはどのような視聴者層を想定し，どのよ
うなコンテンツを提供する媒体であるのか，動画投
稿を開始する前に担当職員で検討した。一般的な大
学図書館のコンテンツであれば，学生や教員が視聴

YouTube チャンネル上に「【担当者，激白！！】琉
●大学附属図書館「きじむん TV」の裏側。。。」を
公開している10）。本稿の補足としてこの動画の視聴
をお勧めしたい。

2．前史としての地域貢献活動
琉球大学はここ数年「地域とともに豊かな未来社

会をデザインする大学（地域貢献型大学）」をビジョ
ンに掲げ，各種教育活動や地域連携に取り組んでい
る。ただ，琉球大学の「地域貢献」の歴史は長く，
沖縄が日本へ「復帰」する以前のアメリカ統治時代
まで遡る。1950年に開学した琉球大学は，創立当初
から「Land Grant University（大学用地の提供を
受けた見返りとして地域社会に貢献する大学）」の
理念のもと，ミシガン州立大学の協力を得ながら大
学運営と地域貢献活動が行われてきた。

琉大図書館も戦後ゼロからのスタートとなった沖
縄関係史料の収集や研究環境の整備を担い，「沖縄
学の父」と呼ばれた伊波普猷（いは ふゆう）の蔵
書群（伊波普猷文庫）や近世八重山行政に関する宮
良殿内文庫（みやらどぅんちぶんこ）など多様な貴
重資料を所蔵している。1994年度からは貴重資料を
用いた企画展を開催しており，2002年度以降は図書
館の外に出て，地域の公共図書館・博物館と連携し
た「学外企画展」を開催している。収集した地域文
化資源を広く地域社会へと還元するため，開催地も
沖縄本島に限らず宮古島，石垣島，奄美大島など琉
球列島の各地で企画展を行ってきた。近年では，琉
球大学博物館（風樹館）との合同で企画展を開催し
ており，博物資料も交えることで子供から大人まで
楽しめる魅力ある展示となっている。

また，企画展とともに琉大図書館のアウトリーチ
活動として欠かせないのが，デジタルアーカイブ事
業である。1997年度にデジタル公開した宮良殿内文
庫を皮切りに四半世紀にわたってデジタルアーカイ
ブ事業を実施し，現在までに約2,000点の貴重資料
をデジタル公開している11）。当初から専門職員や学
内教員による翻刻，解説，英文解説，現代語訳など
のメタデータの充実を図り，研究者に限らず広く一
般の利用者に向けたサービスの充実を図ってきたこ
とも特筆すべき点である。 さらに，2013年度から
2019年度まで「きじむんのどぅーちゅいむにー」12）

という職員コラムを連載し，バックナンバーはすべ
て琉大図書館ウェブサイトで公開している。年度ご
とに「古文書入門」や「琉大キャンパス内の史跡」
などのテーマを設定し，さらに日本語だけではなく
英語版も同時に公開することで，海外の利用者を含
めた幅広い層を対象に貴重資料やデジタルアーカイ
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稿されることで，視聴者が定着し，登録者が増えて
いくというサイクルはYouTubeの基本ともいえる。
有名 YouTuber のように毎日決まった時間に動画
を投稿することは，業務の都合上不可能であるが，
可能な限り動画投稿に定期性をもたせるように意識
した。

4．動画編集の体制と「おでかけ貴重書，〇〇へ行
く！」事業

まず，琉大図書館の動画編集体制について触れて
おく。もともと琉大図書館では，企画展のポスター，
パンフレット作成用として Adobe Creative Cloud
を契約しており， すでに動画編集ソフト Adobe 
Premiere Pro と Adobe After Effects が使用可能な
状況であった。また，オンライン会議用の Zoom と
WEB カメラも購入済みであったため，定点での録
画や音声収録はこれを利用し，寄りの映像や外の映
像が必要な際は職員個人のスマートフォンやビデオ
カメラを使用していた。

動画編集は主に 2 人の職員で担当しているが，他
の職員向けに動画編集の基礎を解説する動画（一般
には非公開）を作成し，簡易なショート動画作成の
機会をつくるなど編集を担当できる人材育成を徐々
に進めている。「きじむん TV」や企画展関連のコ
ンテンツは，基本的に沖縄資料を担当している情報
サービス課保存公開係が台本を作成し，係内チェッ
クと館内全体でのチェックを経たうえで公開してい
る。

2022年度には，学内競争資金「戦略的地域連携推
進経費」へ申請し，「附属図書館学外企画展～リア
ルとオンラインの二刀流へ向けて～」（単年）が採
択された。この予算を活用して撮影機材一式（ビデ
オカメラ，ワイヤレスマイクなど），持ち運び可能
な展示ケース，展示用の機材（ドライボックス，ハ
レパネなど）を購入，さらにこれらの機材を活かし
て「おでかけ貴重書，〇〇へ行く！」事業を立ち上
げた。「誰でも・いつでも・どこからでも」アクセ
ス可能な学修機会の創出を目標に掲げ，従来の学外
企画展より小規模で機動性のあるミニ展示や出前授
業の実施を計画している。2023年度から実施する予
定であったが，試行的に2022年度中にも久米島博物
館にてミニ出張展示「おでかけ貴重書，久米島へ行
く !」を開催した。

この事業の特徴は，リアルとオンラインを織り交
ぜたコンテンツを提供するところにある。社会全体
で DX が急速に推進され，オンライン上で容易にさ
まざまな情報を得られる状況であるからこそ，貴重
資料の実物を実際に目にし，担当者と顔を合わせて

者として想定されるが，「きじむん TV」 の場合，
これまでの地域連携と同様に沖縄の歴史や文化に関
心のある一般の利用者や関心をもったばかりの初学
者を主なターゲットとしている。コンテンツの難易
度も大学 1 年生レベル（概論レベル）を想定し，高
校 3 年生が進路学習も兼ねて少し背伸びをして視聴
できる難易度に設定した。昨今，世間は過度に「分
かりやすさ」と「タイパ（タイムパフォーマンス）」
を求める傾向にあるが，この難易度設定であれば，
初学者を含む多様な視聴者の関心に応えられ，そも
そもの目的であるデジタルアーカイブ利用者の裾野
を広げることにつながると考えた。

また，コンセプトを決めるうえで徹底した先行事
例のリサーチを行った。「大学図書館」「大学」「図
書 館」「大 学 図 書 館」 な ど の ワ ー ド で 既 存 の
YouTube 動画を徹底的に検索した。図書館職員が
自作したと思われる動画から映像のプロが作った動
画，さらには学生が制作したものまで多様であった
が，コンテンツのほとんど 8 割から 9 割が図書館の
PV（Promotion Video）や利用案内に関する内容で
あった。これを踏まえて，自館の特色や強みを活か
したコンテンツ作成に可能性がある，他館との差別
化を図ることができると分析し，前述したコンセプ
トを設定したのである。

写真 2　沖縄タイムスとのコラボ動画のサムネイル

2021年度は企画展「琉球大学資料にみる宜野湾～
病と祈り～」関連動画を22本作成し，この他にも担
当係のオンライン講義動画や沖縄県内紙「沖縄タイ
ムス」の子ども新聞「ワラビー」とのコラボ企画動
画など 1 年間で計34本の動画を投稿した。2022年度
には，前年の反省を踏まえて，比較的短めの動画を
定期的に公開することを目標とし，貴重資料の内容
を 1 ～ 3 分程度にまとめた「〇分でわかる！デジタ
ルアーカイブの世界」シリーズの動画を月 1 本ペー
スで投稿した。 これにより前年30人ほどであった
チャンネル登録者も約300人まで増加し， それに
伴って再生回数も伸びていった。定期的に動画が投
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アーカイブ」，毎週火曜日に戦前の写真資料を紹介
する「あの頃の沖縄」，さらに沖縄でのプロ野球キャ
ンプシーズン（ 2 月）に各球団のマスコットや本拠
地にちなんだ古文書を紹介する「プロ野球沖縄キャ
ンプにちなんだ資料たち」などがある。

YouTube 動画の広報を SNS に投稿する際にも，
サムネイルと YouTube の URL だけでなく， 紹介
した貴重資料のデジタルアーカイブのリンクを貼る
など，動画を紹介するだけでは終わらない工夫をし
ている。

また最近では，沖縄文化関連以外の情報について
も企画・広報を担当するサービス企画係，学修・教
育支援を担当する情報リテラシー係が SNS 投稿を
行っている。サービス企画係は図書館が実施する学
内企画展や図書館が関わったイベントなどについ
て，情報リテラシー係は大学院生が TA（ティーチ
ング・ アシスタント） として学修相談にあたる

「ラーニング・ サポートデスク」 に関する内容や，
その TA による学内セミナーの開催情報などにつ
いて投稿している。

さらに，図書館全体で SNS 投稿に取り組んだ企
画として， 4 月から 5 月にかけて開催する新入生向
けの企画展「新入生歓迎企画展」がある。この新入
生歓迎企画展では，琉球大学へ入学してくる新 1 年
生を対象に，大学生活に関する図書を紹介し，大学
図書館の基本的な機能や利用方法を分かりやすく紹
介している。新入生の目線に沿った企画展とするた
め，2022年度から企画メンバーは館内の若手係員を
中心に構成された。2022年度の新入生歓迎企画展で
は，初の試みとしてショート動画による図書館利用
動画を公開した。 あえてショート動画とすること
で，図書館の利用法を通学や通勤のスキマ時間で簡
単に知ることができ，YouTube チャンネルの存在
そのものをまずは知ってもらうことを意識した。

若手職員による取り組みが 2 年目となった2023年
度の新入生歓迎企画展では，メイン動画「はじめて
の琉大図書館～皆さまの学生生活のために～」や館
内各フロアの場所や使い方を紹介するショート動画
を 8 本作成した。また，新入生向けの利用案内をよ
り多くの学生に見てもらうため，大学入試期間中の
1 月からハッシュタグ「# 春から琉大」を付けた受
験生向けの投稿を開始した。自分の受験する大学の
情報収集を行ううえで，SNS は重要なツールであ
り，早い時期から琉大図書館の SNS を身近な存在
として見てもらうことを意図した。

コミュニケーションを取りながら新たな発見や知見
を得られる機会の価値が高まっている（体験価値の
提供）。何より展示を通して図書館職員と地域のス
テークホルダーとのコミュニケーションの場を創る
ことは，地域社会に根を下ろした地域連携の実現に
向けた第一歩であると考えられる。久米島博物館で
実施した際にも，参加者から「私は高校生ですが，
島の子供たちにとってもこのような機会は本当に貴
重です！」，「また来てほしい」といった感想が寄せ
られた。

写真 3　「おでかけ貴重書，久米島へ行く！」の出張報
告代わりに作成した Vlog 動画のサムネイル

他方，イベントのアーカイブ動画や展示解説動画
を YouTube 上に公開することで，諸般の事情で当
日の参加がかなわない利用者やアーカイブとして見
直したい（学び直したい）利用者に対して，いつで
も何度でもアクセスできる環境を整えることが可能
となる。このように，一過性のイベントで終わらな
い工夫や地域社会との関係性の構築が，より緊密な
地域連携を実現するうえで重要と思われる。2022年
度から琉大図書館では，琉球列島の各地で「おでか
け貴重書」を実施すべく，各地の博物館，図書館や
教育機関に連携事業の提案を行っているところであ
る。

5．SNSとの連動
琉大図書館では，YouTube だけでなく他の公式

SNS（Twitter，Instagram） での情報発信も重要
な広報戦略と位置づけている。定期性をもった投稿
により公式 SNS の拡散力を高めつつ，YouTube で
の情報発信と連動させることで，より多くの利用者
へリーチできると考えた。

沖縄文化関連の SNS 投稿は，主に保存公開係が
担当している。これまでに実施してきた SNS 企画
は，前述した「○分でわかる！デジタルアーカイブ
の世界」（YouTube）だけでなく，毎週金曜日の夜
10時に貴重資料を紹介する「金曜深夜のデジタル

大学図書館研究 125号（2024. 3）

2161-4



前述したように，SNS の定期投稿と動画コンテ
ンツの短縮化を行った2022年度以降，じわじわと登
録者数が増加している。動画投稿のタイミングや内
容の工夫だけでなく，企画展の会場や講義など対面
の機会でもチャンネル登録を呼びかけた効果が表れ
ているものと思われる。また，登録者の増加に伴い
視聴回数の平均も自然と増加した。

写真 4　新入生向け動画のサムネイル

YouTube での動画投稿を含む SNS 投稿のチェッ
ク体制については，Microsoft のグループウェア

「Microsoft Teams」のチーム内で，館内向けに以
下のような内容の共有を行ったうえで，投稿してい
る。

・投稿日時
・投稿先 SNS
・投稿する文
・投稿する画像や動画
このチェック体制は保存公開係が SNS 投稿を行

う際に行っていたもので，2022年から継続的に実施
している。現在はこのやり方を他係も取り入れてお
り，館内全体で実施されている。

チェックの際には，当館で作成しているソーシャ
ルメディア運用ポリシー（内規）を踏まえて，投稿
内容が公序良俗に反していないか，不適切な内容で
はないか，館内の複数人の目でチェックすることで
トラブルを防いでいる。

6．現状分析：利用者の評価
ここまでは琉大図書館の YouTube を活用した取

り組みや編集体制，さらには他の SNS との連動に
ついて主観的に詳述した。ここからは，客観的な
データや評価を基に琉大図書館の YouTube 活用の
現状を分析し，最後の課題と展望につなげる。

6.1　YouTube アナリティクスのデータより
YouTube アナリティクスのデータをすべて公開

することはできないが， ここではいくつかの統計
データを掻い摘んで紹介する。

表 1　「年別投稿数」と「チャンネル登録者」

投稿数 登録者 視聴回数
2021年（ 1 ～12月） 36 +41 2,347
2022年（ 1 ～12月） 26 +288 22,861
2023年（ 1 ～12月） 53 +402 38,957

表 2　視聴回数トップ10（2023年12月27日現在）

動画タイトル 投稿年月日 動画の長さ 視聴回数
【今年の自由研究はこ
れで決まり！】 戦前
の沖縄を探しに行こ
う！

2021/ 7 /16 8 ：57 17,182

【今年の自由研究はこ
れで決まり！】 戦前
の沖縄を探しに行こ
う！～答え合わせ編
～

2021/11/12 9 ：02 9,257

【 3 分でわかる！デジ
タルアーカイブの世
界】末吉宮について

2022/ 7 /20 3 ：30 2,550

【 3 分でわかる！デジ
タルアーカイブの世
界】 聞得大君加那志
様御新下日記

2022/ 6 /29 1 ：35 1,649

生体展示中のボウフ
ラをただ眺めるだけ
の動画【琉大企画展
オンライン解説動画】

2021/10/29 2 ：31 1,558

【 2 分 で わ か る ⁉】
「鳥島移住始末」　硫
黄鳥島から久米島へ
の移住の記録【おで
かけ貴重書， 久米島
へ行く！関連動画】

2023/ 3 /20 2 ：13 1,407

【 1 分でわかる！デジ
タルアーカイブの世
界】戦前の沖縄の「路
面電車」 を写した古
写真「坂元商店絵葉
書アルバム」

2022/ 5 /25 1 ：12 1,373

異本毛氏由来記～護
佐丸と子孫の記録～

【 5 分でわかる！デジ
タルアーカイブの世
界】

2023/ 5 /30 4 ：15 1,307

はじめての琉大図書
館～皆さまの学生生
活のために～

2023/ 3 /31 5 ：16 978

近世八重山役人の日
記を読み解く！【琉
球沖縄関係デジタル
ア ー カ イ ブ の 世 界 
# 1 】

2022/ 6 / 1 25：20 875
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Microsoft PowerPoint で容易に作ることができる
ため，サムネイルの作成についてはより多くの職員
で分担しているが，個人のセンスや YouTube への
馴染み具合などパーソナルな部分に依るところが大
きい。また，貴重資料を紹介する際に資料名を入れ
ると必然的に漢字が多くなってしまうため，サムネ
イルですべてを説明しない，文字数を極力減らすな
ど要点を絞る工夫が今後の課題となっている。

また，ショート動画については，すでに2023年度
から試験的に取り組んでいる。「〇分でわかる！デ
ジタルアーカイブの世界」シリーズの動画を 1 分の
ダイジェストにまとめ，ショート動画や他の SNS
で投稿している。通常の動画以上に YouTube のア
ルゴリズムで偶発的にオススメ動画として表示され
るため，新たな視聴者の獲得につながるものと思わ
れる。他にもショート動画に関連して，動画コンテ
ンツは多くの人に見てもらわなければ意味がない，
興味をもたせる工夫に注力すべきではないかといっ
た意見もあり，琉大図書館のコンテンツに対する認
知度を高めるうえでも，チャンネル登録者の増加を
意識した取り組みが必要と思われる。

この他にも，現在クローズになっている「コメン
ト欄」の開放や相互フォローを増やすことで情報拡
散力の向上を図るなどの意見が寄せられた。これは
他の SNS 運用に関する先行事例でも課題となって
いる事案でもあるが，大学図書館の公式アカウント
がどの程度まで登録者やフォロワーとコミュニケー
ションを取るべきか，その判断は難しい。学生から
の意見には，動画の感想や意見を共有できる場が欲
しいとの意見もあり，琉大図書館のコンテンツの場
合，沖縄の歴史や文化に関心のある視聴者同士のコ
ミュニケーションの場作りや，フィードバックの場
としてコメント欄を開放するメリットはあると考え
られる。参考までに，YouTube は動画ごとに次の
4 段階でコメント欄の設定を行うことができる。他
の SNS とは異なりコメント（コメント欄）をある
程度コントロールできることは，特徴のひとつであ
る。

・コメントをすべて許可する
・�不適切な可能性があるコメントを保留して確認

する13）

・すべてのコメントを保留して確認する
・コメントを無効にする
現在，琉大図書館ではすべての動画を「コメント

を無効にする」設定にしているが，今後はそのメ
リットとデメリットを慎重に精査しながら，コンテ
ンツの性質に応じて一部コメント欄を開放できるか
検討したい。

表 2 からわかるように，10分以内の比較的短めの
動画は伸びやすい傾向がみられた。また，視聴回数
について補足すると，公開後すぐに多くの視聴回数
を得るコンテンツは比較的少なく，時間をかけてじ
わじわと伸びていくコンテンツが多い。視聴回数 1
位の「【今年の自由研究はこれで決まり！】戦前の
沖縄を探しに行こう！」も「夏休み・自由研究」な
どの検索ワードが増える夏場を中心に公開翌年と
翌々年にも継続的な視聴がみられた。ただ，思いも
よらないタイミングで視聴回数が伸びることも間々
あり，どのようなコンテンツが伸びるのかは，視聴
者の関心やGoogleのアルゴリズム次第である。翻っ
て，凝りに凝った 1 本を出すよりは，定期的に投稿
していくことが拡散力を高めるうえでは重要と考え
る。

6.2　学生の評価：講義課題より
次に学生の講義アンケートを通して考察を加え

る。2023年度前期において琉大図書館保存公開係
は，同大国際地域創造学部が提供する「地域文化資
源と博物館」の講義 2 回分を担当した。そのうち 1
回は「琉球大学附属図書館の文化資源の活用」（2023
年 6 月13日実施）と題し，琉大図書館の学外企画展
をはじめ SNS や YouTube を活用した情報発信に
ついて紹介する内容であった。講義後には，「『おで
かけ貴重書，久米島へ行く！』関連の再生リストを
開き， 自分の関心のある動画を 1 本視聴したうえ
で，考えたことやわかったこと，もしくは博物館や
図書館での動画コンテンツの活用について考えたこ
とを自由に述べよ。」 という課題を受講者に課し，
計64件の回答が得られた。

そもそも図書館のこういった取り組みを知らな
かったので意外といった感想から，中身の濃さに比
して尺のコンパクトさ（動画 1 本あたりの短さ）を
評価する意見など，YouTube の活用に対して肯定
的な感想が多くみられた。一方，学生からの忌憚な
き意見の多くは，琉大図書館の取り組みの課題を浮
き彫りにするものでもあった。とくに課題（改善点）
として多く挙げられたのが，サムネイルとショート
動画の活用に関する意見である。

動画のサムネイルについては，検索にヒットしそ
うなワードを入れること，動画の趣旨ごとにデザイ
ンを統一すること，そもそもサムネイルに漢字が多
いといった意見がみられた。多くの有名 YouTuber
達が心血を注ぎ，視聴者の第一印象を決める動画の
顔ともいえるサムネイルであるが，琉大図書館では
サムネイル作成に関して試行錯誤が続いている。
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SNS などオルタナティブメディアが全盛と言わ
れる昨今であっても，やはりマスメディアの影響は
まだまだ大きい。琉大図書館単独（自前）での広報
だけでなく，多様なメディア，広告媒体，機関との

「コラボ」を通して認知度を高めていくことが今後
の課題である。

7．課題と展望
以上みてきたように，琉大図書館では試行錯誤を

続けながら着実に動画コンテンツと登録者を増や
し， 広報媒体としての拡散力を高めている。SNS
利用にあたっては，「炎上するのではないか」など
リスク面が気になるものと思われるが，内規（ソー
シャルメディア運用ポリシー）を整え，公開するま
でのチェック体制を整備することで，最低限のリス
ク管理はできるものと思われる。また，動画担当者
は冒頭で紹介した農林水産省の「BUZZMAFF ば
ずまふ」を参考にしながら，「農林水産省さんがこ
こまでやっているので，うちのコンテンツではこの
ぐらいまでやっても大丈夫ではないか」と考え，企
画を練っている。他方，自館の文化資源を然るべき
形で発信し，利用を高めていくうえでは，一発大き
くバズる必要はない。 コツコツとコンテンツを重
ね，必要とされたときにいつでもアクセス可能な環
境を整えることが大学図書館の動画コンテンツには
求められているのではなかろうか。

最後に，本稿の読者諸氏には，琉球大学附属図書
館 YouTube チャンネルのチャンネル登録をお願い
し，本稿の結びとする。

注・引用文献
1 ）	 農林水産省．“農林水産省 SNS 発信プロジェクト

BUZZ MAFF”．YouTube． 
https://www.youtube.com/@BUZZMAFF，（参照
2023-12-06）．

2 ）	 SNS 時代の情報発信を考える． 情報の科学と技術．
2018，68（4），151-179．なお本特集では，岡嶋裕史

「Web から SNS へ：情報発信構造の変遷」，小野寺翼
「ソーシャルメディア時代の広報」からはじまり，個
別の事例報告として北村智仁「東京都立図書館にお
ける SNS の活用：Facebook を中心として」，岩﨑崇
宏他「Instagram を活用した新図書館・ 移転関連情
報の発信」， 菊池隆「鎌倉市図書館におけるツイッ
ターでの情報発信」， 小林光代他「Challenge！　鹿
角市立図書館発→ LINE スタンプ」，高橋由里子「VR
制作現場の舞台裏： 連携と協働が生み出す奮闘ス
トーリー」が収録されている。

3 ）	 永澤恵美．東北大学附属図書館における SNS 活性化

6.3　大学の外からの評価
最後に大学の外からの評価にも触れておきたい。
YouTube での解説動画を組み合わせた学外での

企画展は，2021年度から2022年度にかけて計 4 回実
施している14）。この 4 回の企画展において，計233
件のアンケートを回収したが，このうち動画コンテ
ンツについて言及されたものは 1 件のみであり，
YouTube でいつでも見返すことができるのは素晴
らしい取り組みだと好意的に評価する内容であった

（令和 3 年度宜野湾企画展アンケートより）。
たしかに，地域の歴史や文化に関する動画は時宜

に合わせて度々SNS で広報しており，企画展が終
わった後も継続的な動画の視聴が見受けられる。た
だし，展示解説動画について 1 件の回答しか得られ
なかったことを鑑みると，来場者の認知度について
はやはり課題と言わざるを得ない。当初は展示キャ
プションの補足ないしは音声ガイドの代わりとし
て，展示会場内に動画リンクの QR コードを設置し
ていたが， 管見の限りその利用は疎らであった。
QR コードのデザインも当初はタイトルと QR コー
ドだけのシンプルなものであったが，サムネイルの
画像を入れるなど現在も試行錯誤が続いている。他
方，再生回数は期間中を通して順調に伸びている傾
向がみられるため， 現地で企画展を見学した後に
アーカイブとして視聴するケースや，単純に新着動
画として視聴するケースが想定される。

また，沖縄県内の情報誌『モモト』においてもデ
ジタルアーカイブと合わせて YouTube での取り組
みが紹介された。特集「沖縄とデジタルアーカイブ」
は，沖縄県内の各機関が提供するデジタルアーカイ
ブの紹介を中心に，その利活用についても多くの紙
幅を割くなど，沖縄でのデジタルアーカイブの今が
わかる特集となっている15）。そのなかで，琉大図書
館の「琉球・ 沖縄関係貴重資料デジタルアーカイ
ブ」についても基礎的な使い方から細かい工夫点ま
で詳しく紹介され，YouTube での情報発信につい
ても次のように評されている。

YouTube チャンネルでは職員による所蔵資料
のショート解説や，琉球史の専門家による深掘
り講義といったデジタルアーカイブ内に掲載さ
れている資料と連動した発信，あるいは学外の
専門家との連携事業とその発信などが行われて
いる。貴重資料のデジタルアーカイブを公開す
るだけでなく，さまざまな手段で情報を発信す
ることで，学生や一般の歴史ファンにも資料の
背景にある世界の面白さを伝え，より立体的に
沖縄固有の文化や歴史への理解を深める意欲的
な取り組みだ。16）
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6 ）	 現 X。ただし，本稿では現状においても認知度がよ
り高いと思われる「Twitter」を用いる。

7 ）	 水沼友宏．公共図書館による YouTube を用いた動画
の公開． カレントアウェアネス．2022，（352），13-
18．

8 ）	 辻水衣．YouTube による図書紹介とオンライン学生
選書ツアー：福山市立大学の取り組み．図書館雑誌．
2020，114（11），620-622．

9 ）	 長濱崚平．YouTube をはじめよう：国際基督教大学
図書館の場合． 大学の図書館．2021，40（5），66-
69．

10）	 琉球大学附属図書館．“【担当者，激白！！】琉●大
学附属図書館「きじむん TV」の裏側。。。”．琉球大学
附属図書館 YouTube チャンネル．2023年 2 月16日．
https://youtu.be/CXBvv6PPuZw，（参照2023-12　
-06）．

11）	 琉大図書館のデジタルアーカイブ事業については，
次の論稿を参照のこと。大谷周平，冨田千夏．琉球
大学附属図書館のデジタルアーカイブ事業．沖縄県
図書館協会誌．2019，（22），31-34．

12）	「きじむん」とは，沖縄の妖怪「きじむなー」をモチー
フにした琉大図書館のオリジナルキャラクターのこ
と。 体長 1 ㎝で， 魚の目が好物。「どぅーちゅいむ
にー」とは，沖縄の言葉で「独り言」の意。

13）	 YouTube のヘルプには「スパム，自己宣伝，意味不
明な内容，その他不適切な可能性があるコメントは，
確認のために YouTube Studio で自動的に保留され，
承認した場合にのみ公開されます。チャンネルに高
いレベルの保護が必要な場合は，［厳しい基準を適用
する］を選択してください。これを選択すると，確
認のために保留されるコメントの数が増えます。」と
ある。

14）	 令和 3 年度学外企画展「琉球大学資料にみる宜野湾
～病と祈り～」（開催期間：2021年10月23日～11月21
日），学内企画展「つながる！復帰50年と琉球大学」

（開催期間：2022年 5 月10日～ 6 月30日）， 令和 4 年
度学外企画展「琉球大学資料にみる南風原～自然と
歴史～」（開催期間：2022年 9 月10日～10月 2 日），

「おでかけ貴重書，久米島へ行く！」（開催日：2023
年 2 月19日）

15）	 沖縄とデジタルアーカイブ． モモト．2023，52，
2-57．

16）	 デジアカもデータベースも学外の歴史ファンにも親
切な琉球大学附属図書館．モモト．2023，52，28．
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図書館における ICT（チャット，LINE，Zoom） 及
び SNS（Twitter，Facebook，Instagram） の活用．
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